
(57)【要約】

【課題】　カメラに入射する波長（光源の変化）により

暗視モード時のフォーカスずれを防止する撮像装置を提

供する。

【解決手段】　レンズ１１から入射した画像は、光学ブ

ロック１２に装着されたＩＲカットフィルタ１２ａをと

おり、固体撮像素子１２ｂに結像する。固体撮像素子１

２ｂはこれを電気信号に変換し、増幅部１３で増幅され

、信号処理部１４で処理されてテレビジョン信号として

出力される。また増幅部１３で増幅された信号の輝度信

号のレベルをレベル検出部１４で検出する。レベル検出

部１４でＩＲカットフィルタ１２ａの挿入／抜去を判別

して、一度だけオートフォーカスを働かせるようにする

。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 昼 間 及 び 夜 間 を 同 一 カ メ ラ に よ り 撮 像 し て 監 視 エ リ ア を 監 視 す る 昼 夜 連 続 監 視 シ ス テ ム
に 用 い ら れ る 撮 像 装 置 で あ っ て 、
　 赤 外 光 除 去 フ ィ ル タ を 前 記 カ メ ラ の レ ン ズ 系 光 路 に 挿 入 ／ 退 避 さ せ る フ ィ ル タ 駆 動 手 段
と 、
　 前 記 カ メ ラ の レ ン ズ 系 の 焦 点 調 整 を 行 う 焦 点 調 整 手 段 と 、
を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ 駆 動 手 段 の 駆 動 ご と に 前 記 焦 点 調 整 手 段 に よ り 前 記 カ メ ラ の レ ン ズ
系 の 焦 点 調 整 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 撮 像 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 赤 外 線 カ ッ ト フ ィ ル タ の 挿 入 ／ 抜 去 が 可 能 な 撮 像 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 監 視 用 カ メ ラ の 分 野 で は 、 屋 外 に カ メ ラ を 設 置 し た い と の 要 望 も 多 く 、 ま た 昼 間 の み な
ら ず 夜 間 も 同 一 の カ メ ラ で 監 視 し た い と い う 要 望 は 多 い 。 従 来 、 昼 間 用 に は 赤 外 線 （ Ｉ Ｒ
） カ ッ ト フ ィ ル タ を 使 用 し カ ラ ー で 撮 像 を 行 い 、 夜 間 に は Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ を 光 路 外 へ
待 避 さ せ 、 白 黒 モ ー ド で 感 度 を 上 げ て 撮 像 を 行 う カ メ ラ が 公 知 で あ っ た 。 こ れ を 一 般 に 昼
夜 連 続 カ メ ラ と 称 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 撮 像 素 子 の 感 度 曲 線 は 人 間 の 目 の 感 度 曲 線 よ り も 赤 外 領 域 に 伸 び て お り 、 昼 間 に
カ ラ ー カ メ ラ と し て 使 用 す る に は 赤 外 光 を カ ッ ト す る Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ を 用 い る が 、 夜
間 は 被 写 体 が 暗 く な っ た こ と を 判 断 す る と こ の Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ を 光 路 か ら 外 し 、 白 黒
カ メ ラ と し て 感 度 を 上 げ る と い う 方 法 が 用 い ら れ て い た 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ を 光 路 か ら 外 す と 全 体 の 光 路 長 が 変 化 す る た め 焦 点 が ず れ る
。 図 ５ に 示 す よ う に 、 厚 さ ｄ 、 屈 折 率 ｎ の ガ ラ ス ブ ロ ッ ク （ ま た は フ ィ ル タ ） は 、 光 が 屈
折 す る の で 、 見 か け 上 の 厚 さ ｄ ´ は
　 　 ｄ ´ ＝ ｄ ／ ｎ
と な る 。 従 っ て Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ を 光 路 か ら 外 す と 、 光 路 長 の 変 化 △ ｄ は
　 △ ｄ ＝ ｄ ´ － ｄ
と な る 。 こ の △ ｄ だ け 光 路 長 が 短 く な る の で 、 結 果 と し て フ ォ ー カ ス が ず れ る 。 そ こ で 焦
点 の ず れ を 防 止 す る た め に 、 可 視 光 に お い て Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ ー と 同 じ 光 路 長 を 持 つ ダ
ミ ー フ ィ ル タ を 挿 入 す る と い う 方 法 が 用 い ら れ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 昭 ５ ６ － ５ ２ ６ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 昼 と 夜 と で は 光 源 の 変 化 に よ っ て カ メ ラ に 入 射 す る 光 の 波 長 は 変 化 す る 。 一
般 に 屈 折 率 は 波 長 に よ っ て 変 化 す る の で 、 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ の 屈 折 率 ｎ が 変 化 し 、 光 路
長 が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 異 な る 波 長 際 の 屈 折 率 を ｎ １ 、 光 路 長 を ｄ １ 、 光 路 長 の 変 化 を △ ｄ １ と す る と
　 　 ｄ １ ＝ ｄ ／ ｎ １
　 △ ｄ １ ＝ ｄ １ ― ｄ
と な り 、 波 長 に よ る 光 路 長 の 変 化 は
　 △ ｄ － △ ｄ １ ＝ （ ｄ ´ － ｄ ） － （ ｄ １ － ｄ ）
　 　 　 　 　 　 　 ＝ ｄ ´ － ｄ １
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　 　 　 　 　 　 　 ＝ ｄ ／ ｎ － ｄ ／ ｎ １
　 　 　 　 　 　 　 ＝ ｄ （ １ ／ ｎ － １ ／ ｎ １ ）
と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ダ ミ ー フ ィ ル タ に お い て も 同 様 な 屈 折 率 の 変 化 が 生 じ る が 、 も と も と の 屈 折 率 が Ｉ Ｒ カ
ッ ト フ ィ ル タ と 異 な る た め 、 ｄ や ｎ の 値 が 異 な る 。 従 っ て 、 （ △ ｄ － △ ｄ １ ） の 値 は 一 致
せ ず 、 波 長 に よ っ て 光 路 長 が 変 化 す る 。 こ の た め 、 ひ と つ の ダ ミ ー フ ィ ル タ で は す べ て の
光 源 に 対 し て 完 全 な 光 路 長 の 補 正 を す る こ と が で き ず 、 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ を 光 路 か ら 外
し た 場 合 に 入 射 す る 波 長 に よ っ て は 焦 点 が ず れ て し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 被 写 体 の 波 長 を 計 測 し 、 波 長 の 画 面 全 体 で
の 平 均 に 基 づ い て レ ン ズ の フ ォ ー カ ス を 移 動 さ せ て 、 入 射 す る 波 長 に か か わ ら ず Ｉ Ｒ カ ッ
ト フ ィ ル タ を 挿 入 ／ 抜 去 し て も 焦 点 が ず れ な い 昼 夜 連 続 カ メ ラ に 用 い る 撮 像 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 以 下 に 記 載 の 手 段 よ り な る 。
す な わ ち 、
　 昼 間 及 び 夜 間 を 同 一 カ メ ラ に よ り 撮 像 し て 監 視 エ リ ア を 監 視 す る 昼 夜 連 続 監 視 シ ス テ ム
に 用 い ら れ る 撮 像 装 置 で あ っ て 、
　 赤 外 光 除 去 フ ィ ル タ を 前 記 カ メ ラ の レ ン ズ 系 光 路 に 挿 入 ／ 退 避 さ せ る フ ィ ル タ 駆 動 手 段
と 、
　 前 記 カ メ ラ の レ ン ズ 系 の 焦 点 調 整 を 行 う 焦 点 調 整 手 段 と 、
を 備 え 、 前 記 フ ィ ル タ 駆 動 手 段 の 駆 動 ご と に 前 記 焦 点 調 整 手 段 に よ り 前 記 カ メ ラ の レ ン ズ
系 の 焦 点 調 整 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 撮 像 装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 「 撮 像 装 置 」 に よ れ ば 、 被 写 体 の 波 長 を 計 測 し 、 波 長 の 画 面 全 体 で の 平 均 に 基
づ い て レ ン ズ の フ ォ ー カ ス を 移 動 さ せ る の で 、 入 射 す る 波 長 に か か わ ら ず Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ
ル タ を 挿 入 ／ 抜 去 し て も 焦 点 が ず れ な い 昼 夜 連 続 カ メ ラ を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 撮 像 装 置 の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ き 、 好 ま し い 実 施
例 に よ り 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 例 に 適 用 さ れ る 昼 夜 連 続 カ メ ラ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図
２ は 本 実 施 例 に 適 用 さ れ る 光 学 ブ ロ ッ ク と そ の 駆 動 機 構 の 構 成 図 で あ る 。 図 ３ は 本 実 施 例
に 適 用 さ れ る 撮 像 装 置 の 構 成 図 で あ る 。 図 ４ は 本 実 施 例 に 適 用 さ れ る 撮 像 装 置 に お け る フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 １ １ は レ ン ズ 、 １ ２ は 光 学 ブ ロ ッ ク 、 １ ２ ａ は Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ 、 １
２ ｂ は 固 体 撮 像 素 子 、 １ ４ は 信 号 処 理 部 、 １ ６ は レ ベ ル 検 出 部 、 １ ５ は 光 学 ブ ロ ッ ク 駆 動
機 構 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ２ １ は 機 構 ベ ー ス 部 、 ２ ２ は モ ー タ 、 ２ ３ と ２ ４ と ２ ５ は 平
歯 車 、 ２ ６ は ラ ッ ク 部 、 ２ ７ は セ ン サ 、 ２ ８ は ガ イ ド シ ャ フ ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 レ ン ズ １ １ か ら 入 射 し た 画 像 は 、 光 学 ブ ロ ッ ク １ ２ に 装 着 さ れ た Ｉ Ｒ カ
ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ を と お り 、 固 体 撮 像 素 子 １ ２ ｂ に 結 像 す る 。 固 体 撮 像 素 子 １ ２ ｂ は こ
れ を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 増 幅 部 １ ３ で 増 幅 さ れ 、 信 号 処 理 部 １ ４ で 処 理 さ れ て テ レ ビ ジ ョ
ン 信 号 と し て 出 力 さ れ る 。 ま た 増 幅 部 １ ３ で 増 幅 さ れ た 信 号 の 輝 度 信 号 の レ ベ ル を レ ベ ル
検 出 部 １ ４ で 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に お い て 、 ａ ） は Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ を 使 用 し て 撮 像 し て い る 状 態 の 例 、 ｂ
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） は Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ を 使 用 せ ず 撮 像 し て い る 状 態 の 例 で あ る 。 光 学 ブ ロ ッ ク １
２ は 、 機 構 ベ ー ス 部 ８ に 固 定 さ れ た ガ イ ド シ ャ フ ト １ ５ 上 を 左 右 に 摺 動 す る よ う 保 持 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 カ メ ラ 本 体 の 機 構 ベ ー ス 部 ２ １ に は モ ー タ ２ ２ が 固 定 さ れ 、 モ ー タ ２ ２ の 先 端 に は 平 歯
車 ２ ３ が 圧 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ を 光 路 か ら 外 し た い 場 合 は 、 モ ー タ ２ ２ を 時 計 回 り 方 向 （ 図
２ の 矢 印 ａ 方 向 ） に 回 転 さ せ る と 、 そ の 先 端 の 平 歯 車 ２ ３ に 噛 合 さ れ た 平 歯 車 ２ ４ 、 平 歯
車 ２ ５ で 減 速 伝 達 さ れ 、 光 学 ブ ロ ッ ク １ ２ に 固 定 さ れ た ラ ッ ク 部 ２ ６ を 駆 動 す る 。 こ れ に
よ り 光 学 ブ ロ ッ ク １ ２ が 右 に 移 動 し 、 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ が 光 路 か ら 外 れ る 。 光 学
ブ ロ ッ ク １ ２ の 位 置 は セ ン サ １ ４ で 検 出 さ れ 、 所 定 の 位 置 で 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ を 光 路 に 挿 入 し た い 場 合 は 、 モ ー タ ２ ２ を 反 時 計 回 り 方 向 （
図 ２ の 矢 印 ｂ 方 向 ） に 回 転 さ せ る と 、 歯 車 群 を 介 し て ラ ッ ク 部 ２ ６ が 駆 動 さ れ 、 光 学 ブ ロ
ッ ク １ ２ が 左 に 移 動 し 、 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ が 光 路 に 挿 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ の 挿 入 ／ 抜 去 は 、 撮 像 し た 画 像 の 輝 度 信 号 レ ベ ル で 判 別 す る
。 増 幅 部 １ ４ で 増 幅 さ れ た 電 気 信 号 か ら レ ベ ル 検 出 部 １ ６ で 輝 度 信 号 の 画 面 全 体 に お け る
平 均 値 を 算 出 し 、 所 定 の し き い 値 と 比 較 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ に お い て 、 ま ず 現 在 の 状 態 が Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ が 挿 入 さ れ た 状 態 か 抜 去 さ れ た 状
態 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 現 在 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ が 挿 入 さ れ た 状 態 で あ る 場 合 、 レ ベ ル 検 出 部 １ ６ で 算 出
し た 輝 度 信 号 の 平 均 値 を 、 第 一 の し き い 値 と 比 較 す る （ ス テ ッ プ ２ ） 。 輝 度 信 号 の 平 均 値
が 第 一 の し き い 値 よ り も 小 さ い 場 合 、 光 学 ブ ロ ッ ク １ ２ を 駆 動 し て Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １
２ ａ を 抜 去 す る （ ス テ ッ プ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 現 在 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ が 抜 去 さ れ た 状 態 で あ る 場 合 、 レ ベ ル 検 出 部 １ ６ で 算 出
し た 輝 度 信 号 の 平 均 値 を 、 第 二 の し き い 値 と 比 較 す る （ ス テ ッ プ ４ ） 。 輝 度 信 号 の 平 均 値
が 第 二 の し き い 値 よ り も 大 き い 場 合 、 光 学 ブ ロ ッ ク １ ２ を 駆 動 し て Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １
２ ａ を 挿 入 す る （ ス テ ッ プ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に し き い 値 を 二 つ 設 け て お け ば 切 換 に ヒ ス テ リ シ ス を 持 た せ る こ と が で き る の
で 、 輝 度 信 号 の 小 さ な 変 化 で Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ の 挿 入 ／ 抜 去 が 繰 り 返 さ れ る チ ャ タ リ ン
グ 現 象 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ １ ２ ａ の 挿 入 ／ 抜 去 を 行 っ た ら 、 次 に オ ー ト フ ォ ー カ ス を 動 作 さ せ
る （ ス テ ッ プ ６ ） 。 オ ー ト フ ォ ー カ ス は 連 続 的 に 動 作 さ せ る の で は な く 、 一 度 焦 点 が 合 え
ば そ の 時 点 で 動 作 を 終 了 す る い わ ゆ る ワ ン プ ッ シ ュ オ ー ト フ ォ ー カ ス と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 オ ー ト フ ォ ー カ ス の 動 作 が 終 了 す る と 一 連 の 動 作 を 終 了 し 、 再 び 輝 度 信 号 の 平 均 値 を 監
視 す る ス テ ッ プ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 撮 像 装 置 は 、 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ の 挿 入 ／ 抜 去 を 行 っ た 際 に 一 度 だ
け オ ー ト フ ォ ー カ ス を 働 か せ る の で 、 被 写 体 の 色 に か か わ ら ず 、 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ の 挿
入 ／ 抜 去 を 行 っ て も 焦 点 が ず れ ず 、 オ ー ト フ ォ ー カ ス の 信 頼 性 を 落 と す こ と な く 、 前 を 人
が 横 切 っ て も 焦 点 が ず れ る こ と が な い 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 な お 、 本 発 明 の 撮 像 装 置 の 設 置 状 況 に よ っ て は 、 Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ の 挿 入 ／ 抜 去 を 行
っ た 際 に 一 度 だ け オ ー ト フ ォ ー カ ス を 働 か せ る ワ ン プ ッ シ ュ オ ー ト フ ォ ー カ ス 動 作 を 、 通
常 用 い ら れ る 撮 像 対 象 が 変 化 し た 際 に 常 に オ ー ト フ ォ ー カ ス を 行 う 構 成 、 又 は 所 定 の 回 数
オ ー ト フ ォ ー カ ス を 行 う 構 成 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 実 施 例 に 適 用 さ れ る 昼 夜 連 続 カ メ ラ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 に 適 用 さ れ る 光 学 ブ ロ ッ ク と そ の 駆 動 機 構 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 例 に 適 用 さ れ る 撮 像 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 に 適 用 さ れ る 撮 像 装 置 に お け る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 厚 さ ｄ 、 屈 折 率 ｎ の ガ ラ ス ブ ロ ッ ク （ ま た は フ ィ ル タ ） に お け る 光 路 長 の 変 化 を
説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ １ … レ ン ズ
１ ２ … 光 学 ブ ロ ッ ク
１ ２ ａ … Ｉ Ｒ カ ッ ト フ ィ ル タ
１ ２ ｂ … 固 体 撮 像 素 子
１ ３ … 信 号 処 理 部
１ ４ … レ ベ ル 検 出 部
１ ５ … 光 学 ブ ロ ッ ク 駆 動 機 構
２ １ … 機 構 ベ ー ス 部
２ ２ … モ ー タ
２ ３ ， ２ ４ ， ２ ５ … 平 歯 車
２ ６ … ラ ッ ク 部
２ ７ … セ ン サ
２ ８ … ガ イ ド シ ャ フ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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